








岐阜県生活技術研究所

平成18年度
研究課題名 障がい児の心身の発達成長を促す教具の開発

　発達に遅れや障がいのある子どもに対し、個々の発達段階に合わせた指導を行っている療育施設にて調査を行
い、職員からのニーズをもとに木を主材料とした教具の開発を行ってきました。
　今回は、特別支援学校からの要望により、スイングボード（H17年度開発品）を感覚統合訓練具として、児童
に対応可能な形へと改良を行いましたので報告します。また、これまでに開発した教具の実用化にあたり、開発
品の商品に使用する商標権を取得しましたので紹介します。

◆スイングボード（ブランコ型教具）の改良

◆開発教具の実用化

★いろならべ★かたちならべ★ハンマージャンプ

★ロッキングホース ★販売機

生活技術研究所開発品 実用化モデル例

「ＧＴＯＹ」が商標登録されました。(登録第5042646号)
　当研究所が開発した教具の商品には、このマークを付けて販売されます。

ＧＴＯＹ
「ＧＴＯＹ」「ジートイ」は　　岐阜県の登録商標です。
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H17年度試作モデル

職員による乗り心地チェック!!

◇背景
　広いところやたくさんの人がいる中で遊ぶことが
　苦手という理由から、公園のブランコに乗ること
　が難しい子もいます。馴染みのある教室や廊下で
　安心して楽しみたい。

◇主な使用目的
　気分が高まっているときは、ゆっくり揺れること
　で落ち着いたり、逆にぼんやりしているときは、
　揺れによってしゃきっとしたりするなど、子ども
　の気持ちを落ち着かせます。

天井からの吊り下げ設備がない教室で
スイング系の揺れ刺激を与えることに
より、バランス感覚などを養う目的と
して開発した教具です。臥位姿勢で乗
れるようにしました。
　本　体：W1000×D1200×H1050mm
　ボード：W600×D900mm

◇改良に伴う要望
　児童が乗っても安全で、なおかつ楽しめるブランコを
　作って欲しい。（想定児童：身長160cm、体重60㎏）
　・乗降、揺動時に支柱や梁にぶつからない大きさに
　　　→　本体をW1640×D1850×H1540mmへ拡大
　・児童の手足がはみ出ない大きさに
　　　→　ボードをW800×D1600mmへ拡大
　・使用時における安全面について
　　　→　クッションや金具カバーなどの安全具を追加

指を挟まないように
カバーを取付

改良型の基本構造

改
良

実用化予定の開発教具












